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交付年月日　　　　　年　　月　　日

○○○○株式会社　御中

会社名　□□□□□株式会社

事業所名　　△△△△△充填所

化学設備の清掃等の作業の注文者による文書（案）

（液化石油ガス製造又は取扱事業所用）

労働安全衛生法第31条の2に基づき、化学設備（移動式以外のもの。）及びその附属設備（配管を含む。）について、設備の改造・修理・清掃等（塗装、解体及び内部検査含む。）の作業で、設備を分解又は内部に立ち入る作業に係る仕事の発注者として、下記の事項を貴関係請負人に交付致します。

（ ■：該当事項　　□：非該当事項　）
1． 液化石油ガスの危険性及び有害性

本作業（工事・検査・清掃等）で、取扱・接触・暴露の可能性がある化学物質は液化石油ガス（以下「ＬＰガス」という。）であり、その危険性及び有害性は添付「安全データシート（ＳＤＳ）」のとおり。

2． 作業において注意すべき安全又は衛生に関する事項

貴関係請負人が作業上注意すべき安全・衛生に関する事項は次のとおりです。

· 法的に作業主任者を要する作業は、有資格者の中から作業主任者を選任し届出ると共に作業場所に標識を掲げること。
· 法に定める危険または有害な業務（玉掛け、クレーンの運転、アーク溶接、酸欠測定、足場作業等）を行う場合は、有資格者が行うこととし、あらかじめ届出ること。
· 高所で作業する場合は法・規則に基づき親綱、命綱、安全帯等を設置・着用して行うこと。
· 作業中は、その作業に適した安全保護具（ヘルメット、静電気帯電防止作業服、静電気帯電防止作業靴、保護メガネ、保護手袋等）を着用すること。
· 貯槽、地下ピット等で工事を行う場合は、当社社員立会いの上で酸素濃度、ＬＰガス濃度等の測定を行い、安全であることを確認する。
· 貯槽内に入って作業を行う場合は、名札表示板等をマンホール入口近くに設け、入槽管理を行うこと。
· あらかじめ許可を受けた場所以外では火気を使用しないこと。
· 工事着工前（火気使用前）には防火養生、ガス検知、消火器配置等必要な保安対策を行うこと。
· ガス検知器で毎日工事開始前、午後の開始前その他随時工事エリアおよび当該設備について、ガス検知を行い、安全であることを確認すること。
· 工事に使用する機器等は使用前に点検を行い、使用上安全であることを確認したうえで使用すること。
· 設備内にＬＰガスが残留している可能性があるので、開放前には携帯用ガス検知器等(ＬＰガス用)にて残留ＬＰガス濃度を測定し安全を確認すること。
· ドレンノズル等から、ドレン切り・放出弁等からのブローを実施する場合は、バルブ操作及び風速・風向きに注意し、付近に消火器を配置するなど、周囲の安全を確認して実施のこと。
· その他注意事項
	


3． 作業について講じた安全又は衛生を確保するための措置

当社が講じた安全・衛生を確保するための措置は次のとおりです。

· 該当設備内の圧抜き。
· 該当設備内のパージ。
· 当該設備と他の設備との区分バルブの閉止。
· 該当設備周囲のガス検知。
· 必要と認められる場合は、別添の設備図面・仕様書・取扱説明書を交付とする。
· その他講じた措置
	


4． ＬＰガスの流出その他の事故が発生した場合において講ずべき応急の措置

ＬＰガスの漏洩・流出等の事故が発生した場合は、添付ＳＤＳに記載した漏出時の措置・火災時の措置及び応急措置に基づき対応実施の他、下記の応急措置を行う。

· ＬＰガスの漏洩を発見した場合は、別添の連絡体制に従い直ちに事業所責任者に連絡する。
· ＬＰガス漏洩時には、当社にて速やかに漏洩を止めるよう努める。関係請負人は当社の指示に従い行動すること。
· 漏洩場所周囲の火気使用を直ちに禁止とする。
· 火災発生の場合は、初期消火可能な場合は消火活動を実施することとし、対処困難な場合は直ちに退避することする。
· 漏洩又は火災が発見された場合、当社は直ちに運転・作業を中止し、漏洩又は火災の状況に応じて散水設備の作動等必要な措置を講じる。
· 漏洩が止まった場合、当社が漏洩箇所周囲のガス濃度及び漏洩止め状況の確認を行い許可するまでは、該当設備及び周囲への立入は禁止とする。
· 救護者が出た場合は、当社の指示に従い応急措置又は搬送を行い、必要があれば救急車の出動を要請する。
· 設備が万一危険な状態となり、人命に影響が生じると判断された場合は、避難指示を行うので当社従業員及び関係請負人もこれに従うこと。
· その他の避難措置
	


以上
